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森林生物遺伝資源保存林とは

林野庁では、平成 8年度から9年度にかけて、全国で 13か所の国有林に、「森林生物

遺伝資源保存林」を設定することにしており、犀川源流 もそのひとつになっている3目的

は、その名のとおり、森林に生育・生息するすべての生物を遺伝子資源として保存してい

こうというものである。

ところで、林野庁の特別会計は、伐採 した木材を売った利益で職員の給料を払い、また

造林するという独立採算制が破綻をきた し、莫大な赤字を累積 していることは周知のとお

りである。 しかし、一方では、森林が果たす国土保全機能に対する国民の認識も深まりつ

つある。今回の保存林の設定は、そういった森林の保護を前面に出した、いわば、自主規

制ともいえる措置なのであるが、実は、同様のものと tン て、既に「森林生態系保護地域」

が、自山や自神山地などに設定されているのである。今、また、保存林の設定という"花

火"を打ち上げるのは、林野庁に対する行革の風当たり (環境庁不要論もあるが)に関係

があるのではと勘繰りたくもなるが、ともあれ、悪いことではなかろう。

大阪営林局の調査に同行

犀川国有林を所轄する大阪営林局から、県自然保護課に現地調査の同行依頼があり、私

が行 くこととなった (白 山自然保護センターの上馬さス′(15期 )が行 くことになっていた

のだが、都合が悪 く、 3年ぶりに自然保護課に戻った私にお鉢が回ってきた)。 もともと

犀川源流一帯は、県の自然環境保全地域に指定されているということもあるのだが、要は

現地に詳 しい者に来てほしいということであった。

1回目は高二郎山である。当初の予定では、新道の砺倉分岐までの往復であり、また、

県議会の会期中ということもあって、私は行かないことになっていた。ところが、山頂ま

で登る計画に変わり、金大の山小屋に泊まりたいということになったc先方は小屋の地主

であり、頼まれれば断りきれないのであるが、一人仙人みたいな人が住んでいると言った

ことが、いたく相手を不安に陥れたようで、結局、私が行かざるを得なく?な ったのだ。

6月 23日 の夕方、ベルクハイムに入る。一行は、大阪か らの 2名 と金沢営林署の 2名 に

県森林管理課Y氏、金沢市林業振興課M氏を力Eえ た計 7名。事前に舟田事務局長に小屋の

使用をお願いしてあったため、田村イ山人は首を長 くして待っておられた。ビールを飲みは

じめてすぐに、田村さんは炭焼きの可否を尋ねられた。酒の席ということもあり、局や署

の上司はおもしろがって、担当の若い森林官に「お前に一任する。明日からここで勤務せ

よ」などというばかりで、いったいどうなることやら・・・。ともあれ、楽しい語らいの

夜は、田村さんやY氏 (私 も悪のり)のハーモニカが止めを束1し た。

翌朝、田村さんは早 く起きて、レトル トのご飯があるというのに、飯を炊いて くれた。

ほとんとが二日酔状態で旧道を登る。春の小屋作業に参加できなかったこともあり、未整

備区間では、できる限リナタをバ、るった。先頭の私が立ち止まって伐り出すと、後続の営

林局・署の面々もナタを抜 く。最後尾の田村さんも頑張っておられたのだろう、我 が々頂

上で昼飯を食って下りはじめたところで、ようやく出会った。帰 りは、途中 2か所で略式

の植物調査をしつつ、新道を下るc荒れているそとさんさん脅か していたのに、分岐の赤

布に記されていたイニシャルの人たちであろうか、若千ではあるが伐り払ってあり、案外

歩きやすかった。 しかし、前半の無理と水不足がたたったのか、最後の下りの辛かったこ

とっやっとの思いでベルクハイムに至1着 した。一息いれ、街へ出る予定を変更 して小屋に

残る田村さんを後に、ダムヘ下った。だれもが、田村さんとベルクハイムに、称賛と感謝

の言葉を発 した。そして、田村さんも今回の来訪を喜んでくれた。私は、与えられた任務

をまっとうできたのではないかという思いに、疲れが満足感に変わるのを感していた。
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見越山、奈良岳を往復 した。梅雨の最中、雨を
覚悟 していたのに、今回 も晴れ。 しかも、この時期のこのコースは以前か ら歩いてみたかったので、山に向かう気持ちは、高二郎のときょり前向きであった。大門山分岐までは、
昨晩のどぶろくが効いて、足が気持ちについてぃがなかったが、前回にこりて水はたっぷ

][言iJ言嘗ζ][II(Jを [警Ilittr[ビ
沓ふ[ξl:意曇『得Ь曇督1倉「

卜道として整備 したものである。
調査としては、本県ではごく限 られた生育地しか知られてぃないタテャマ リンドウを見越山で発見 したほか、ギョゥジャニンニクやヒメシャガなどの希少な植物 もいくつか確認できた。現在、高二郎の分と合わせ、 20o種余りの植物 リス トを作成中である。

ワングルとの関わ り

さて、この調査に先立ち、舟田事務局長から手紙をいただぃてぃた。それは、そもそも登山道とは、だれが維持・管理をしていくものなのか、現在、我々が取 り組んでいる高三
郎での登山道整備に、営林署などから何らかのバックァップが得 られないかtと ぃったこ
とについて、機会があればきぃてほしぃとぃぅ趣旨であったと理解 してぃる。

もちろん、営林局や署は、管内の国有林を広い意味で管理することは当然である。現に
新道登り回の金山谷出合にある小屋 (田村さんによると、松任在の人が建てたもので、体日に山菜取りやイヮナ釣 りにきており、怪しい人物である。もっとも、あちらもこっちを怪しいと思っているだろうとのこと)については、土地の無許可使用であり、対処 しなければと重っていた。また、私 も現役時代、アルバィ トで犀奥の国有林界の標柱をブッシュ
を漕いで探 し出し、回りを刈 って赤ペンキを塗るという作業をしたことがぁる。そうした

炉]層了』量2[定:計[雷?唇爆馨海塁籍言冒事言百;皇量をLなた進奮言Fi警8合
とは、自山でも同じことで、県は中宮道や釈迦新道などの国有林内の道や避難小屋の敷地を正式な文書により借り受けている。したがって、その管理責任は県にあることになる。

で行われているのなら話は月Jで あるが、そうではない。営林署とすれば、道があればそれに越したことはないが、自らが積極的に設置し、維持・管理する軍はないとぃぅことである。それ
`な

今回の遺伝資源保存林の設定で
もわかるように、 もともと、犀川源流は保健休養も含めた利用面を考えてはぃないとぃぅことなのであろう。私が、昨年、営林署に出向いて了解を得たのは、登山道整備のために
必要な木竹の伐採についてでぁり、 「もとあった道の再整備であるから、文書での許可申請等は不要」との回答を得たというに過ぎない。

それでは、高三息6の登山道の維持 ,管理責任者はだれか。それは、私の理解では、不明としかいぃょぅがない。多分、もともとあった炭焼きなどのための柚道を、ヮンゲルが整
備 したのであろうЭ金沢市か らの助成にしても、市が設置 した登山道の整備に対 してではなく、市民のスポーッ・ レクリェーション振興のためにボランティア活動を してぃる団体

喜2憲辱圭呉雇昌看森暮8:重み写|ITぁ李融ょ[1ま Iぇ「掌:;貪響を言寒ff譜昇まで、自主的な活動にとどめておくべきだと私は思う。
登山者の不注意による遭難やケガにまで、登山道の設置者や管理者の責任が問われるというのは馬鹿げているし、そぅぃぅ風潮は嫌いであるが、そうはいって も無視できる問題でもない。事実、危険箇所への立ち入り禁上の表示がなかったために、起こった事故の責
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任を取 らされる例は少なくない。これは、山に限ったことではなく、抽象的にいうなら、
個人の自由、権利、責任と社会との関係のあり方といったことにつながる大きな問題では
ないだろうか。

余談であるが、私が石川県庁に勤めることになったきっかけが、実はこれなのである。主将を してぃた年の小屋作業で、高三虫6か ら見越、さらに大門、奈良がつながった。さっ

ittilili急[言:[;言1:言8:書
業

'象

言重纂基基ままら々〒曇会:百賣言醤
まいけないんだよ。君達のやったことは決して

悪いことではないんだが、新聞に出されては困る。それに、大学のクラブという流動的な
組織で、ずっと道を維持 してぃけるかね。 もし、道が荒れたために遭難事故が起こったとしたら、責任問題になる場合もあることを

言讐喜戴営えおじ賂圭ilて
ヽいくつかの資料をもらい、自然保護行政という仕事のあるこ

ところで、事務局長の手紙には、もうひとっ、高三郎の山頂からの展望がよくないことに関 して、 (伐採等の)規制をどのように解釈すればぃぃのか ?と ぃぅこともあった。こ
れについては、"余談"で述べたとぉり、県の自然環境保全地域 (概ね分岐から県境稜線までの一帯).に指定されており、許可なく木竹の伐採を してならないことが条例で定められている。つまり、立ち入ることまで禁 じているのではないが、自然の保護を目的とした
地域指定であり、眺望がいいとか悪いとか

学関係のない話なのである。そのあたりが、保
護と利用を目的とする自然公園 (国立 。国定・県立)と は、似て非なる趣旨の法に基づい
ている所以である。それでは、分岐から上は道刈りもまった くしてはならないのか、と問われれば、そぅとも言えない。とぃぅのは、昨年、伐採の許可申請をする方向で、自然保
護課の担当係と一応の協議をしているか らである。 しか し、問題は残る。果 して、ヮンゲルoB会としての申請で通るのか、いゃ、そもそも許可申請という行為をすべきなのか。
今、 もう一方の当事者にもなってしまった私は、 20年前に言われたことを、今度は自分
で自分に問いかけている。まったく、因果は巡るとはよくぃったものである。

おまけ―今後の高二郎登山道整備についての私見
長々と要らぬことも述べてきたが、一ヮンゲルOBと しては、これまでの方針どおり、

高二郎の道を整備すればよぃと思う。 もちろん、違法行為や後々の トラブルを避けるため
に充分な配慮を要するし、維持 。管理の問題についても考えておく必要はあろう。ただ、
そのあたりが明確ではない山道が多々あるということも、また、事実である。

今後の整備の方法については、旧道836m地点に前進基地としてのテントサィ トを設けた
ということであるが、そこまでの水を含めた荷揚げを考えると、その方法がよいのか、私
には疑間である。我々が今回の調査山行でやったょうに、山頂まで刈り払いながら登ると
いう速攻型でも、ある程度人数がそろえば、む しろ効率的ではないだろうか。登山者の身になって考えれば、濃密なブッシュの区間を残すより、完璧ではなくとも均一に歩ける方がよいに違いない。前述したとおり、あの新道でさえ、少し手が入っただけで、随分と歩
きやすくなったょうに感じた。また、せっかく快適な小屋があるのに、最大限利用しない
手はない。

なお、新道のヤセ尾根は雪がつかないので、 5月 中旬のシャクナゲのころでも作業は可
能である。いい時期に登る楽 しみもあっていぃと思 う。
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登 山 道 を 考 え る

<■様はハダカだ !>

登山道が途中で消えてしまった。藪をかきわ

ι九婚泉′日栞しヽ ああこの道は既に廃道なのだ !

とあきらめかけると、途端「大通り」に出くわ

九

種あかしは「行政区が違う」なのだ。O境を

はさんで、舗装道路が砂利道に変わることもよ

くあるがヽ一応道は続いているし、脚 ばな

るほどの標識だってある。

しかし、登山道でこんな「行政区が違う」を

やられると、まさに選難しかねない。

そんな遭難の責任まではとれない一という訳

で、どの道がどこまで整備されたか?の情報も

公に流されることは少ないよう洩

「登山道は生き物」一‐ガイドブックにまとめ

るまでにもTHlは経過してしまうし、動

村に事前に問い合わせるよう、どのガイド本に

も付記してある力ヽ 現実にはそこを実際歩いて

いるような担当者はろくにいない。「わかりま

せん」だの、手入れをしたの確報がない限りは

廃道状態のままとの返事が無難になってしまう。

そういえばやたら通行上の林道も増えた。雪

解け後の、あるいは梅雨明後の中

らないうちlま とりあえず「通行日 なの洩

その表示を出しておけば行政は責任を免れる一

私達の方は毎度「本当の通行止」か「仮の通行

止」か?勘繰らなければならなくなる。

つまり「ありのままの情報Uが欲しくても、

最近は「            しがヨこ入

らない。

「高二郎」以前に、まずそんな社会に私達は

生きている。インターネットだ情報社会だと騒

いでいても「王様はハダカだ !」 の情潮が続せ

ない社会へと、私たちは進んでいるのだ。

く登山道は識が?>
法律だの、条例だのがある。そんなもの隅

々まで知っているのはその筋の専門家ぐ)い。

まして「保全」と 印蒻目 の剛 lkさ らi「特

別」がつくと、どう違うのか、どこから湖全

地区で、どんな明快な根拠があるのか‐一殺人

には判らない。おまけに「法律上はそうちて

いるが|‐‐」とへ  「申請を出すべきか…_と な

ると、ますます判らないうえに、一体何佐め

の法律か?と首をかしげてしまう。

この手の条例で規制すべき人種達は、1囲鷹

欲で巧妙に活動し管理の目を免れている。そし

てまともにお伺いをたてる書意のポランティア

にιよ 条例を楯に冷やかなプレーキ赫 る。

・巡視路の無 通宣やってもらえ賄 り難

い 。

。しかし公表してもらって州困る。難 はとれ

ない。とる立場ではない。

・規制をかけてある。大々的にやれ聞戴輝子為

である。

・もちろんバックアップなし。物好き麟 き

に伐開をやって傷害他のトラブルがらっても

それは「物好きの勝手」

事務局の私lよ この最後の詢 かかり、

この点を明らかにしてはしくて、構さんに、も

し話題として出せるものならと体瀬した。しか

るに確認できたのは

"年
前とれ ず、前記の

3点まで。

栂さんは、この問題に対して外から内の立場

に変わった。曖昧にしか答えられない立場が身

に滲みているだろうし、3枚の原稿でも語りつ

くせぬ思いもあるものと思う。つい、気安さで

頼んでしまったことを悪くも思うけれど、心あ

るOB、 現役なら隔 二郎の登山道とは?」 が

ひっ力功 るヽだろうし、現役の立場で究明し難い

ものであるなら、それこそOBの立場、人脈か

ら何らかの答えを引き出したい、改善したいと

願ってのことだった。

1醐
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所詮、高二郎に登りその手で鈍を振るえるよ

うな方達は、私見を抜露する立場でもなく、改

善を約束できる立場でもなかった。

「登山道は誰が ?」

「ポランティア整備へのパックアップは?」

「分岐から上の整備への規制は?」

といった今後への展望への指針を何らつかめる

ことなく、.営林局の調査山行は終了してしまっ

たのだ。 1

「責任のがれのからんだ脚 レベルでなら

「廃道」と記述するのが妥当である高二郎の登

山道の明状ぉそんな道の整備に感謝状がくるど

ころ八  「道の整備をさせて下さい」と許可申

請をしなければならないなんて一.

山村はなぐなり、生活道路として維持されて

いた山道に手をかける人もいなくなった。それ

なのに、お人良しをあてにしたような許可申請

システムは残り、ポランティアパヮーを活用し

ていこう、支援しようという姿勢は生まれてい

ない。

河川にした所で鑑札を売り、釣り人への還元

施策を行っているではないか。登山道は無料の

発想そのものがもう時代にそぐわないのだ。中

高年登山者は快適な装備と劇限ιこお金をか1大

本もビデオも揃えている。自黒で当たり前だっ

たガイドブックがどんどんカラー化され、それ

でもベイしていぅのに、登山道だけは無料で、

整備してあって当たり前剛 しているのだ。

IEArあればとっくに破産している日本の行

政は、かつてケネデイが言ったように「国が何

をしてくれるかではなく、我 が々国に何をでき

るか」へと、民主主義を問い直さなければなら

ない所に直面している。それは細かい施策の中

でも、民活、ポランティアの育成へと反映され

てこなければならない。

登山道整備基金の創般、行政の中での窓口設

置k稽観駄 維持、連絡、慶醜 f致集団が大きく

なれば安くできるはずのポランティア保験ぉそ

んなパックアップがあれば、もっと多くの人が

自然を財産とする動 でヾきるだろうに。

くそして、高二郎>

部は変わった。もう音のような「ハイ」で動

くような兵隊はいない。車力波 えても、倉谷は

かつての徒歩で通うより遠くなった。鎌も鈍も

使ったことがない若者達に、登山道整備は現実

離れといえる体験なのだ。

そう、あの頃よりOBは
'曽

えた。数字の上で

は 隅 を超え、金沢近辺に3分の1は住んで

いる。しかるに多くのOBには「山」は過去の

話で、それに「整備」がついたら、異次元の話

になってしまう。

「山頂まで刈り払いながら登る速攻型」をや

れるメ澗 とは誰のことで、「ある積 のメJいヾ

そろえ」られるとは、どうやったらそろえられ

ということなのか?おうかがいしたい。もっと

現実をみてはしい。今必要なのは、そんな理想

論や架空論ではない。

人が掃除し、水をひいた快適な小屋で泊まり、

整備し終わった分岐までをあっさり通過し、そ

の後が‐日で通遇できたから、あとの整備も一

気にできるはずなんて、どうしてそんな安易な

区い´導 けるのだろう。かたや、給料をもらい

職務として山に入り、事故にも相応の保障がつ

くだろう力ヽ かたやは休日をつぶし、あるいは

休暇をとり、ボランティアで山に入ってくれて

いる。無理せず、本人にも楽しく、着実にやっ

てもらえれば一それでも事故があったらと私は

フトむ痛めているというのに、一Ⅲ創動ヽ そんな

速攻型で一気に道を開けと指令できる立場に立

てるというのだろう。現在の日程は、一応CL
の都合を優先としている力ヽ 現実には■HE休暇

をとっていただいてぃる。本当にやる気があっ

て、単にその日だけ訛 動藩 いのなら、他の日、

もちろん、シャクナゲのきれいな時期にも自由

にメ可り開けに入っていただいていいことだ力ヽ

そんな4慟を耳にしていない。ようするに私に

は、栂氏の私見は何の提言とも受け取れなかっ

た。
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高二郎とどう関わっていく力、 こんな曖味さ

をどこまで受け止めてやっていけるのか?指針

を立てねばならない。

まず現役にとっての高二郎の位置づけは?

新トレは、奥三方と医王山が選ばれたことがあ

る。奥三方は奥池林道の崩壊で蒙 まいし、医

王山は県立自然公園となり、さらに公園化が進

むことになった。合宿につなげるだけの幕営生

活が周囲への気づかいなくやれて、登りごたえ

があって山頂のフラッペの楽しみもあり、市街

からもそこそこの蘭離となると、なかなかある

ようでない。節 にいやいや縛られてきただけ

でもないのだ。

利用するのなら、周囲がどうであれ、利用す

るだけの整備を行っていけばょい。がヽ はつき

りしているのは、整備をその年にやるかやらな

いかはその代の自由であっても、やらなかった

ら次の代はその利息分まで整備しなければなら

なくなるということだ。つまり、完全に手をひ

くのでなければ、実際には毎年整備していくを

部の指針とするしかない。

スポーッい らの30万円はヽ ありがたい

追い風だが、彼等の方もあくまでボランティア

ヘの支援であって、お金の受け渡しをはっきり

させること、仕澤をしたという証拠を提示する

ことのみ。指示は出さず、責任ももたずの立場

である。

今回、高二郎にまつわる曖昧さをはっきりさ

せようと試みた力ヽ 昔のままに曖味であること

を確認するに終わった。こんな曖味のままと心

得て、現供 OBへ J渥拠陽はヽ 制 との

関わりを考えていかねばならない。

フ イ ン シ西 多 歓 :日 記 総 括

金沢大学ベルクハイムにて

ヮイン洒多飲

色即早電 空即れ

物質の極限は「超弦」であるというのがほぼ

定説であるがt超弦の長さは10淵 と言うごく微

細なもの。存在していても観測出来ない。従っ

て「空」である。これが観測できる 随」 を形

成している。

今、峙        することに

やっきになって取り組んでいる。数式イヒするこ

とが自然科学である一つの条件であるがくはた

してこの理論は数式化出来るだろう力、量子カ

学を超弦理論に置き換えることが可能か?各量

子は弦の振動の状態として表現できるだろうれ

無限大が現れて理論に破綻を来さないか。

自然闘癒歓り轟静激式などで菱見J耕宛い

ものかもしれない。真理は単純であるが人間が

複雑に考えているだけなのかもしれない。

人間の生き方にしても素朴が‐番良い.釈迦

もイエスも教えたことは単純で素朴である。人

間の社会は傷職性 Ccomplextylに 向かう。故に、

単純さや素朴さが軽視されやすいがヽ複雑さを

形成するのが単純な繰り返しであることを忘れ

てはならない。
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